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「ブラッド・ダイヤモンドの国シエラレオネ」 

元ユニセフ東京事務所広報官 

元子ども兵やブッシュワイフの被害にあった年齢層の子どもたちの表情には精
神的傷跡が残るが、より年少の子どもたちの表情は、ようやく訪れた平和の
中で明るく輝く笑顔がある。※写真は講演会のスライドより（澤さん提供） 

（2007年秋） 



　世界人口約65億人の11％がサハラ以
南のアフリカに暮らし、貧困、保健・栄養、
医療、エイズ、教育等多くの問題がその
地域に集中している。ユニセフの地域別
事業支出ではサハラ以南をアフリ
カと呼び、東・南アフリカ24％、
西・北アフリカ 20％と大きい。
中でも特に厳しいシエラレオネの
現状を基礎資料からの問題提起で
澤さんのお話は始まった。80%と
いう失業率、３カ月程度の職業訓
練が就職に結びつくかという問題、
きちんとした医療が受けられない
問題、教育は無償でもそれ以前の
生活に追われ、収入のために児童
労働に従事する子どもの問題、名
門校にも安全な飲み水や教科書が
不足している現実、汚職が多く教
員報酬や教科書の横流しが多く行
われている事等々、問題は深く現
実の重さを感じさせる。 

　選挙の投票率は、低い識字率にもかか
わらずポスターなどで工夫され、73％と
大変高い。スライドには不正や汚職が行
われないよう真剣に作業する人々の姿や、
まるでお祭りのような賑わいの選挙活動、

人々の生き生きとした様子などが映し出
される。一般の人々が自分たちの国づく
りについて高い問題意識を持ち、「二度
と戦争はしたくない」と強く思っている
証なのだろう。澤さんは「『紛争地５年
以内再発論』はシエラレオネの現在には
あてはまらないのではないか」と指摘さ

れる。澤さんの話は、現地で暮らす人々
への温かい視線を感じさせ、シエラレオ
ネという国の力強い未来・人々が一歩一
歩前進している様子を強く印象づけてく
れる、大変心に残る講演だった。 

　シエラレオネでは現在、保健衛生省・

ＷＨＯ・ユニセフなどによる『妊産婦と
新生児の破傷風についての子どもの生存
キャンペ－ン』が2007 年４月16日～

25日、５月 21日～
30日、11月の３回に
わたって行われてい
る。不衛生な出産時
の措置による破傷風
が多いことから、妊
婦への予防接種の実
施、また子どもの予
防接種についての取

り組みがある。澤さんからは「ユ
ニセフが設置している分娩室でも、
夜になると電気がないので安全
な分娩が行えない」という問題
も指摘され、キャンペ－ン以前の、
ライフラインなどのシエラレオ
ネが抱える問題の深さに、安全
な国に住む私たちがいかに恵ま
れているかという事を考えさせ
られる。 
　参加者からの「日本の高校生

に伝えたいことは？」という質問に、澤
さんは「教育は受けられて当り前ではな
いという事、本当に勉強したくてもでき
ない子どもたちがいる国がある事を知り、
何かをしたい気持ちを大切にしてほしい」
「シエラレオネの人たちは読み書きがわ
からなくても政治のことはわかっている、
すぐ簡単に手に入る情報を信用しないで
自分の目で社会を見てほしい」と結ばれた。 

　シエラレオネは1961年にイギリスから
独立。国名はポルトガル語で「ライオン山
地」の意味。兵庫県支部では2003年、一
色昭宏さん（毎日新聞社）による報告会を
開催。内戦中に誘拐され従軍させられた
子ども兵の事、民間人に対する手足切断
の残虐行為などの話が生々しく印象に残

りますが、あれから4年が経過した今、現
在のシエラレオネの人々、子どもたちはど
うしているのでしょうか？   
　シエラレオネでは2002年の内戦終決
後2度目、国連平和維持部隊撤退後初の
政府独力での大統領・議会選挙が8月11
日に実施され、講演会当日の9月8日は奇

しくも大統領選の決選投票の実施日でし
た。 
　元ユニセフ東京事務所広報官の澤良世
さんは、9月初めにシエラレオネから帰国
されたばかりで、まさしく今現在の状況を
一般の人々の暮らしぶりもまじえながら、
政治･社会問題まで、さまざまな角度から

「ブラッド・ダイヤモンドの国シエラレオネ」 
　　～アフリカの紛争と平和に向けた前進 

2007年9月8日（土）、コ－プこうべ生活文化センタ－第3会議室で、澤良世さんのシエラレオネ講演会を開催。参加者  約60人が熱心に聴き入った。 

 
 
　　　アジアの国々において深刻化
している債務児童労働による人権
侵害の状況を改善・解決するため
の方策と実践には、まずその発生
のメカニズムと現状を詳しく調べ
ることが重要だと思っています。
特に、世界中で最も多くの児童労
働人口をかかえているインドにつ
いて研究をしています。 
 
 
　　　この夏に子どもにかかわる組
織でインターンシップをしたいと
思っていました。日本ユニセフ協
会兵庫県支部のホームページで、
ボランティア募集とさまざまな学
習会の開催をしり、早速支部にお
電話させていただきました。 
 
 
 
　　　開発途上国における子どもた
ちの支援活動がユニセフのイメー
ジでしたが、今回のインターンシ
ップで日本国内においてもユニセ
フの輪を広げる活動が多く行われ
ていることがわかりました。また、
支部間の連携や支部と協会本部と
の連携も密にとれていることがわ
かり、その連携が支部の活動を更

に多様な
ものへと
発展させ
ているようにも感じました。 
 
 
　　　これまで、募金をするにしても、
ユニセフグッズを購入するにしても、
どこか現実味がなく、子どもたち
にどのような支援が行われている
のかが不透明であると感じていま
した。今回のインターンシップを
通じて、子どもたちへの支援がど
のようなプロセスで、どのような
スピードでどのような人々によっ
て行われるのかという概観を掴む
ことができました。 
　今回、職員の方の働く様子を目
の当たりにして、何事も想定通り
にはいかないこと、同じことは起
こらないからこそ、柔軟であるこ
との必要性を感じました。 
 
 
　　　私は、子どもの権利を最優先
事項として捉え、将来国際機関に
おいて厳しい社会状況・経済状況
下におかれ、児童労働を強いられ
ている世界中の子どもたちに初等
教育を提供するための政策立案・
実践に関わる職業に携わりたいと
考えています。 
 
 

インターンシップ生 

柄谷 藍香さん 
大阪大学大学院国際公共政策研究科博士前期課程 
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UNICEFへのイメージはイン
ターンを始める前と後で変化
しましたか？ 

どのようにして兵庫県支部と
出会ったのですか？ 

大学ではどんな研究をしてい
るんですか？ 

今回のインターンシップの経
験を今後どう活かしますか？ 

将来の夢は？ 

シエラレオネの厳しい現実 

未来を信じる 

ユニセフの取り組みと 
日本の子どもたちへ 

参加者感想（抜粋） 

ユニセフ東京事務所広報官を
長年（1985～2004）務め、
定年退職後、東京大学大学院総
合文化研究科修士課程に入学、
現在博士課程に在籍。研究テ－
マは紛争後のシエラレオネにお
ける和解と平和構築。在任中は
黒柳徹子さんの視察などに同
行し30以上の国や地域を訪問。 

澤　良世（さわながよ）さん 
プロフィール 

 

看板：Say no to peh-peh dokta go na Ospitu 
（やぶ医者〈まじない師〉やいんちき薬はやめて病院へ行こう） 

紛争中は敵対していた人たち同士が一緒に取り 
組む社会復帰・復興ヘのプロジェクトの様子 松葉杖サッカ－の選手 せんたく上手… 選挙運動の様子 ダイヤモンド掘りの現場 

※掲載写真は講演会のスライドより（澤さん提供）。 

初めて参加したのですが、先生の写真やお話がと
ても生き生きとしたもので、シエラレオネが少し
身近に感じられたように思います。人々の、今の
状況を変えようとする姿勢が強くて、選挙の仕組
みもしっかりしている点を初めて知りました。 
今日の選挙のこと、街の様子などは知らないこと
ばかりでした。本や情報だけではわからないこと
がたくさんあります。ひとつの視点だけでなく色々
な方面から知る事の大切さ、必要性を感じました。
これからのシエラレオネを知っていきたいと思い
ました。 
アフリカの問題は貧困に尽きるのではないかと思う。
経済的に豊かになる（自立できる）ことができる
ように何かできないも
のでしょうか。 
子ども達へのサポ－ト
を一市民としてどんな
形でできるか知りたい。 
現地でしかわからない
ことを数々ありがとう
ございました。今後ユ
ニセフへの協力をさら
に・・・という気持ち
になりました。 

▲紛争で腕を失い、元の職業への復帰の 
　ためにミシンを購入した仕立て屋さん 

Report  澤良世さん講演会 

　神戸大学留学生のご
主人のリザさんと来日
したハレさんは、ボラ
ンティアとして兵庫県支
部でお手伝いをしています。
そこで、知る機会の少ないイラン
の生の話を聞きたい！という思い
から、「ミニイラン学習会」が実現
しました。 
　学生を中心とした
ボランティアグルー
プ・ユニーズの本庄
さん、成田さん2人
による司会進行で、
リザさんがイランの国
旗、地理、歴史、文化、
生活等を映像で説明。普段はスカ
ーフ着用のハレさん、この日は四
角い布をまとい美しいチャドル姿

も披露してくれまし
た。ＧＡＺというイラ

ンのお菓子（ヌガー）と
手作りどら焼きでティータイム。
参加者からは「イランの男性は家

事を手伝い
ますか？」
との質問も
飛び出し、
終始和やか
な雰囲気の
学習会で
した。 

　今までイランは遠い国とい
う印象でしたが、温かい笑顔のハ
レさん夫妻に出会い確かな親近感
を持てた一日でした。 
 
 

ユニセフ兵庫ニュース 22号 2007年秋 ユニセフ兵庫ニュース　　　 22号 2007年秋 



●トピックス【2007年7月～2007年9月】 

 
 
 
 
　コープこうべの各地区で取り組んで
いる「平和のつどい」に参加し、ユニ
セフ製品の頒布の他、第２地区ではタ
ンザニアの、第５地区ではラオスのス
タディツァーの報告を行い、現地の状
況やユニセフの活動について、広く組
合員の皆さんに知っていただく機会と
なりました。 

 
 
 
　ユニセフの支援活動の様子や世界の
子どもたちの写真パネル展が三田国際
交流協会の主催で開催されました。夏
休み中の子ども対象の資料やパンフレ
ットも用意されました。 

 「ユニセフ・ひめ
じオリーブの会」
の企画により、講
師に加藤直邦さん
を迎え、姫路市男
女共同参画市民企

画支援事業講座を開催しました。 
　加藤さんは、ケニアマサイマラのム
バタサファリクラブでのプロガイドの
経験から、アフリカの現状や厳し
い大自然の中で生きる動物たち、
マサイ族の生活など、スライドを
交えながら紹介しました。 
　話のなかで一番関心が集まった
のは、マサイ族の暮らしぶりでし
た。水くみ、薪拾い、ミルク搾り
など生活のほとんどを女性が担っ
ているのに対し、牛の世話のみが
男性の仕事。参加者はこの事実に
疑問を持ちながら、不平不満を言わず
働き続けるマサイの女性に感心してい
ました。また食生活については、牛の
血とミルクを混ぜたものが彼らの栄養
源であることなどに驚き、文化や生活
の違いを目のあたりにしました。 
　加藤さんは、現地でマサイの生活を
体験した高校生の「言葉や文化が違っ
ても仲良くなりたいという気持ちがあ
れば友達になれる」という感想文も紹
介し「私たちが快適だと思っている生
活が彼らの望んでいる幸せではなく、
厳しい自然の中でマサイの伝統と文化
に誇りを持って生きている彼らの姿を
知ってほしい」と語りました。 

　現在学校でユニセフについて学習し
ている中学生は、「アフリカでは動物
も人間も一生懸命生きていることに感
動した。機会があれば行ってみたい」
と感想を話しました。 
　この講演会は、アフリカを身近に感
じる良い機会として、姫路でユニセフ
の活動を広げていくための新たなステ
ップとなりました。 

 
 
 
 
　ユニセフの活動をよりたくさんの人
に伝えるために、学習会にボランティ
アも参加しています。８月30日・31日
はユニセフハウスでの地域組織学習講
師研修会へ、９月６日・７日にはコー
プイン京都での生協を中心としたリー
ダー研修会へ参加しました。学習会は、
ユニセフ現地報告やワークショップ、
活動の紹介など、もりだくさんの内容
でした。兵庫県支部からも３名が参加。
これからの活動に活用していきます。 

 
▼第2地区　　　　　　　▼第5地区 

加藤直邦さんの著書紹介 『僕は見習いナチュラリスト　アフ 
リカ野生王国編」（情報センター出版局） 

 
 
 
 
　「いつも神戸でのステージはあたた
かい」桑山さんはそうおっしゃいます。 

　今年で３回
目を迎えた
「地球のステ
ージ３～国境
なき大地」に
は約３００人が
参加。今回は
温暖化するケ

ニア、スマトラ沖地震で津波に襲われ
たスリランカ、ソマリアでの紛争、ア
パルトヘイト後の南アフリカなど、現
地でたくましく生きている人びとから

たくさんのメッセージが
届けられました。 
　そして、だれにも訪れる「死」、自
己改革を通しての「ネットワーク」…。
私たちがさまざまな現実と、どんな風
に向き合い受け入れ、どう繋がってい
くのかなど、一人ひとりの内面を探る
旅となりました。 
 
　来年の「ステージ４～果てなき回帰」
が楽しみです！！ 

 
 
 
 
●神戸市職員労働組合 
　いつもユニセフ活動へ大きな支援を
いただいている神戸市職員労働組合よ
り、今回は
ペルー地震
に対して緊
急募金をい
ただきまし
た。 

●丹波市・日韓少年サッカー交流マク 
　ドナルドKASUGAカップ2007 
　８月12日に丹波市のグリーンベル青
垣で行われ、収益金の中から募金をい
ただきました。 

　ピアノ五重奏をバックに税所美智子
さんが高らかに歌いあげたオリジナル
曲「妖精の四季」に会場が酔いしれま
した。参加者は４０００人を超え、コンサ
ート収益金がユニセフ兵庫県支部など
の３団体に募金されました。また、会
場では、ユニセフ製品の頒布を行い、
多くのご協力をいただくことが出来ま
した。 

●毎月7日はカード・グッズの頒布日！　ところ：コープこうべ生活文化センター1階ロビー 
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加藤直邦さん講演会を開催　　　　　　　8月25日（土） イーグレひめじ 

　　　　　「自然と動物、人間のための平和な地球」 

写真展 
「unicefと世界の子どもたち」 
に協力 
7月21日～8月5日　三田国際交流プラザ 

「地球のステージ3 
  ～国境なき大地」を共催 
8月18日（土）生活文化センター・ホール 

コープこうべ平和のつどい 
に参加 
7月22日（土）　第1地区・第2地区・第5地区 
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  ユニセフ募金 ～ご家庭で学校で職場で～ 
いただきました募金は、日本ユニセフ協会か
らユニセフ本部、そしてユニセフ現地事務所
を通じて世界の子どもたちの支援活動に使わ
れます。 
◆郵便振替でお願いします 
◆口座番号：00190-5-31000 
◆加入者名：（財）日本ユニセフ協会 
◆通信欄に「K1－280兵庫」とご記入ください。 

  会員って 
ユニセフ協力活動を行なう日本ユニセフ協会を、
会費によって支援します。 
◆一般会員…個人ならどなたでも 
　　　　　　　　　　　 1口      5,000円 
◆学生会員…18歳以上の学生　 
　　　　　　　　　　　 1口      2,000円 
◆団体会員…団体、法人、企業 
　　　　　　　　　　　 1口  100,000円 
※申込み方法についてはお問い合わせください。 

  緊急募金のお願い 
●ニカラグア・ハリケーン緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「ニカラグア  K1－280兵庫」と記入 
　※送金手数料は免除されます。 
●ペルー地震緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「ペルー地震  K1－280兵庫」と記入 
　※送金手数料は免除されます。 

●スーダン・ダルフール緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「スーダン  K1－280兵庫」と記入 
　※送金手数料は免除されます。 
●アフリカ緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「アフリカ  K1－280兵庫」と記入 

【共通】口座名義：財団法人日本ユニセフ協会 
※募金は郵便局指定の振込用紙をご利用の上、上記
　口座までお振込みください。 
※ユニセフへの募金は寄付金控除の対象となります。  

　世界の子どもたちのこと知りたいと思
いませんか？ 学習会、イベント参加、カ－
ド頒布、事務局運営、広報など、関わり方
はいろいろあります。若者たち（高校生
～大学生）のグル－プＵＮＩＥＳも参加し
ています。活動を通じていろいろな人た
ちとの出会いが広がります。一度のぞい
てみてください。 

カ－ド・グッズの購入を 
ご希望の方は、お問い合 
わせください。 
［　078-435-1605］ 

募金や会員など、 
あなたができる方法で 
ご協力ください 

４月20日 

５月19日 

５月29日 

７月１日 

７月７日 

７月５日 

 
 

７月11日 

７月22日 

７月22日 

８月７日 

９月26日 

神戸市立桜の宮中学校 

岡山県支部総会 

山南町区久下小学校 

ボーイスカウト神戸第６団 

広島県支部学習会 

高砂市立中筋小学校 

神戸市北区７校合同 
ユニセフ募金活動事前学習会 

Ｃ有野コープ委員会 

コープこうべ第2地区平和のつどい 

コープこうべ第５地区平和のつどい 

星和台学童保育所 

阪神友愛食品 

中学生 

大人 

小６年 

幼・小･中学生 

大人 

小５・６年　 

　 
 

大人 

大人 

大人 

小１～４年他 

大人 

訪問日 訪問先 対象 

６２人 

30人 

５０人 

約５０人 

４０人 

２０人 

 
 

120人 

150人 

100人 

9人 

14人 

人数 

高校生･他 25人 ７月10日 

県支部ボランティア  石本愃子 

8月30日・31日　ユニセフハウスほか 

研修・交流会に参加 

ハートフルコンサート 
「青い地球への讃歌」を後援 
9月22日（土）　県立芸術文化センター 

西宮北口駅 
至梅田 至三宮 

ACTA西宮 
（コープ北口 
　　食彩館） 

三井住友 
銀行 

セブン 
イレブン 

りそな 
銀行 

派出所 
モス 
バーガー 

北西出口 

阪
急
今
津
線 

至
宝
塚 

Ｎ 

阪急神戸線 

　西宮にユニセフコーナーができて

今年で3年目になります。西宮北口

は学生をはじめ沢山の若者が往来す

る場所でもあり、地域住民への情報

発信の拠点となればと思っています。 

　7人のメンバーが当番制で対応を

していますが、全員で顔を合わせる

事はほとんどありません。代わりに連

絡ノートをつくって来館者の様子、ユ

ニセフ製品の頒布状況、時には、趣

味の事なども書いて、交流や情報交

換を行っています。今ではこのノート

を読むのが楽しみのひとつです。 

　7月21日、西宮市の主催で開か

れた「めだかの学校」では、私たち

も参加してクイズやパズル、ユニセフ

の学習会やグッズ頒布をして、ユニセ

フの啓蒙活動をしました。この日は、

多くの小学生が訪れ一日中にぎわって、

私たちボランティアも楽しい時間を過

ごしました。 

　「ユニセフマークの葉っぱは何でしょ

う？」という質問に「チューリップ」

と答えた女の子も、来年はきっと「オ

リーブ」と言ってくれることを信じて、

今後もこの活動をチー

ムのみんなと楽しんで

いきたいと思っています。 

 

活動日　毎週火・水・金 
　　　　12時～16時 

■西宮ユニセフコーナー 

ところ　西宮市甲風園１丁目8-1 AMIS1階 

西宮チーム 

ボランティア 
チーム紹介 
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■案内図　●JR住吉駅下車、南東へ徒歩約8分 

あ　と　が　き 兵庫県支部兵庫県支部ホームページ  http://www.office-bit.com/unicef-hyogo兵庫県支部ホームページ  http://www.office-bit.com/unicef-hyogo

　スーダン紛争のあとは洪水のニュ－ス。世界
中にはライフラインも確かでない国がなんと多い
ことでしょう。圧倒的な自然の前には人智の限界、
自然への畏敬の念も失ってはいけないと感じます。
けれど、手と手を繋ぎ、未来を変える事が出来る
のもまた人間。未来を担う子ども達に、社会は自
分達がつくっていくもの、自分達の手で変える
事ができるものと信じてほしいと願います。（K） 

●お申し込み・お問い合わせは兵庫県支部まで 

コープこうべ生活文化センター25周年記念講演会 

　だれもが輝いて生きてゆきたいと
願っていると思いますが、一人ひとり
の輝き方も、生き方もちがいます。し
かし、毎日の生活の中で自分なりの
納得のできる生き方こそがその人を
輝かせ、優しくさせるのではないでし
ょうか。その納得する生き方をご一
緒に探してみましょう。 

11月17日（土）13：30～15：00
コープこうべ生活文化センター2階 ホール 

と き と き 

ところ ところ 

高木慶子さん 
（兵庫・生と死を考える会会長） 

講　師 講　師 

高木慶子（たかきよしこ）さんプロフィール 
「いのちの尊さと大切さ」や「生と死の問題」「子育てに関する問
題点」など幅広い分野で全国的にテレビや講演会などで活躍。聖
トマス（旧英知）大学客員教授、生と死を考える会・全国協議会会長、
兵庫・生と死を考える会会長、日本ユニセフ協会兵庫県支部評議員。 

入場無料  要予約 
先着順 

佐竹純子（さたけじゅんこ）さんプロフィール 
プール学院大学短期大学部教員。ジェンダー論、国際理解などを
担当。80年代、日本反アパルトヘイト女性委員会を経て、現在、
関西・南部アフリカネットワーク世話人。翻訳にミリアム・トラーデ
ィ著『アマンドラ　ソウェト蜂起の物語』（現代企画室）。 

講演会 

「南アフリカから学ぶ」 
～『虹の国』に生きる人 と々その文化 
南アフリカ共和国は、アパルト
ヘイト廃止後、虹の国に象徴
される多文化共生社会を目
指して歩み始めて10数年・・・
今も経済格差などの課題と
闘っている人々から学んだこ
とを、音楽・写真をまじえなが
らお話しいただきます。 

11月24日（土）13：30～15：00
コープこうべ生活文化センター5階 会議室 

と き と き 

ところ ところ 

佐竹純子さん 
（プ－ル学院大学短期大学部准教授） 

講　師 講　師 入場無料  要予約 

　ユニセフでは、毎年12月23日を『ハンド・イン・ハンド』
（街頭募金活動の日）とし、広くみなさんに募金のお願い
をしています。1979年の国際児童年に始まり今年で29回
目を迎える恒例のキャンペーンです。当日ボランティアと
してご協力いただける方を募集しています。お気軽にお問
い合わせください。 
◎テーマ：「子どもの未来は栄養が握っている」 
◎当日は現地集合、解散になります。 
◎詳細につきましては、お申込みいただいた方に後日お知らせい
　たします。参加ご希望の方はご連絡ください。 

ユニセフ 
12月23日（祝・日）11：00～13：00（予定） 
宝塚、伊丹、西宮北口、住吉、三宮、元町、 
名谷、垂水、姫路（予定） 

と き と き 

ところ ところ 

この写真展では、アジアのHIV/エイズの状況を撮影しつづけて
いる写真家後藤勝氏のカンボジアにおける写真を中心に、HIV/
エイズがもたらしている被害の様子、危険にさらされている子ど
もたちの現状、HIV/エイズ解決に向けて求められるユニセフの
取り組み・HIV/エイズ教材などを紹介します。 

あいめっせフェスティバル2007
ユニセフ・ひめじオリ－ブの会のみなさんが参加します。 

と　き：11月17日（土）・18日（日） 10：00～16：00 
ところ：姫路市男女共同参画推進センター「あいめっせ」（イーグレ姫路3階） 
参加費：無料 

生活文化センターまつり 
と　き：11月17日（土）・18日（日） 10：00～ 
ところ：コープこうべ生活文化センター 

コープ3地区ボランティア交流会 
と　き：12月1日（土）10：30～14：30 
ところ：コープこうべ生活文化センター 

ユニセフパネル展 
  「HIV/エイズの危機と子どもたち」 
と　き：11月28日（水）～12月1日（土） 
　　　   9：00～17：00（11月28日は12：00～） 
ところ：加古川市民ギャラリー（JR加古川駅構内） 
入場料：無料 

あなたも『ハンド・イン・ハンド』に 
参加しませんか 
あなたも『ハンド・イン・ハンド』に 
参加しませんか 
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主催　コープこうべ生活文化センター 
後援　日本ユニセフ協会兵庫県支部 




